
横
井
小
楠
の
中
国
観
に
つ
、し

て
の
一
考
察

衛
　
平

　
こ
れ
ま
で
の
小
楠
研
究
は
数
多
く
の
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
が
、
小
楠
の
中

国
観
に
つ
い
て
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
横
井
小
楠
の
中

園
観
に
つ
き
以
下
の
よ
う
に
限
定
し
て
発
表
す
る
。
第
一
、
当
時
の
中
国
一
横

井
小
楠
で
は
「
満
清
」
、
「
清
土
」
な
ど
と
呼
ぶ
が
一
に
関
す
る
小
楠
の
考
え
、

特
に
西
洋
侵
略
下
に
お
け
る
中
国
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
■
て
小
楠
の
考
え
。
第

二
、
同
時
代
の
儒
学
者
特
に
吉
田
松
陰
の
申
国
観
と
比
較
し
、
小
楠
の
中
国
観

の
特
色
と
そ
の
形
成
の
思
想
的
背
景
を
考
察
す
る
。

横
井
小
構
の
申
團
観
の
展
開

　
横
井
小
楠
一
一
八
〇
九
－
一
八
六
九
一
は
幕
末
期
「
独
創
的
な
儒
教
的
思
想

家
」
で
あ
る
。
「
当
時
第
一
の
世
界
地
理
書
」
と
い
わ
れ
る
「
海
国
図
志
」
一
清

の
魏
　
源
　
編
著
一
と
の
出
合
い
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
小
楠
は
安
政
二
年
一
一

八
五
五
一
に
つ
い
に
完
全
な
開
團
論
者
と
な
り
、
思
想
家
と
し
て
重
要
な
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
小
楠
の
思
想

形
成
期
以
後
の
著
作
か
ら
年
代
順
に
彼
の
中
国
観
を
見
て
み
よ
う
。

ユ
、
安
政
三
年
二
八
五
六
一
十
二
月
二
十
一
日
付
き
村
田
氏
寿
宛
て
書
簡

　
こ
の
「
村
田
氏
寿
宛
て
書
簡
」
は
小
楠
思
想
研
究
に
お
い
て
重
要
な
文
献
の

一
つ
で
あ
る
。
す
で
に
研
究
者
は
多
く
の
角
度
か
ら
と
ら
え
引
用
し
て
い
る
。

結
論
を
先
に
す
れ
ば
、
こ
の
書
簡
は
小
楠
の
中
国
観
を
探
る
重
要
な
手
掛
り
と

見
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
書
簡
の
申
、
小
楠
は
当
時
の
ロ
シ
ア
人
の
申
国
観
を
紹

介
す
る
形
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

　
一
ロ
シ
ア
人
今
か
ら
約
三
十
五
、
六
年
前
に
中
国
に
留
学
生
を
送
っ
た
。
留

学
生
た
ち
は
、
一

　
「
専
ら
聖
経
を
研
究
致
し
、
書
経
・
詩
経
・
論
語
之
三
部
を
其
国
之
文
字
に

翻
訳
致
し
、
国
都
に
持
帰
。
」
と
こ
ろ
が
、
「
其
大
学
校
之
詮
議
に
懸
け
候
処
、

第
一
規
模
之
広
大
な
る
、
経
総
之
明
斉
な
る
、
修
己
治
人
、
政
教
一
致
な
る
所

に
深
く
驚
　
致
し
、
三
千
年
之
古
如
此
之
適
明
な
る
尭
舜
の
聖
徳
に
於
い
て
は
、

誠
に
奇
異
の
思
を
な
し
、
其
の
奉
る
天
主
之
教
と
全
く
符
節
を
合
候
と
論
決
致

候
。
然
処
、
後
世
之
漢
人
如
何
成
故
に
如
何
之
大
道
之
本
意
を
誤
り
、
唯
唯
書

を
読
み
文
詩
を
作
候
を
学
問
と
心
得
候
哉
。
後
世
治
道
衰
廃
人
道
乱
候
は
、
全

尭
舜
孔
子
之
大
道
を
失
ひ
候
故
に
て
有
之
候
へ
ば
、
当
今
の
漢
人
深
く
此
処
を
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省
察
致
し
、
無
用
之
文
学
を
相
止
、
三
代
之
大
道
再
び
其
土
に
明
な
る
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

は
、
其
国
之
中
興
掌
を
返
す
が
如
し
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
引
用
文
は
ち
ょ
っ
と
長
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
小
楠
の
中
国
観
を
つ
ぶ
さ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
魯
西
亜
一
ロ
シ
ア
一
人
の
中
国
観
を
紹
介
し
た
も
の
と

は
い
え
、
実
は
こ
こ
か
ら
小
楠
自
身
の
中
国
観
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
楠
の
考
え
は
三
つ
ほ
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
、
原
初
型
と
し
て
の
儒
学
－
小
楠
の
用
語
は
「
三
代
之
遭
」
i
と
当
時

中
国
社
会
の
儒
学
学
聞
を
峻
別
し
た
。
小
楠
は
当
時
の
中
国
の
儒
学
を
「
大
道

之
本
意
を
誤
り
、
唯
唯
書
を
読
み
詩
を
作
候
を
学
問
と
心
得
」
と
性
格
づ
け
、

厳
し
く
批
判
す
る
一
方
、
儒
学
の
原
点
で
あ
る
「
尭
舜
孔
孟
」
の
学
問
の
精
神
、

す
な
わ
ち
「
三
代
之
道
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
三
代
之
道
」

の
特
徴
を
「
規
模
之
広
大
、
経
総
之
明
斉
、
修
己
治
人
、
政
教
一
致
」
と
簡
潔

に
概
括
し
た
。
用
語
自
体
が
依
然
儒
学
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
が
、
そ
の
内
実
は
か
な
り
更
新
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
一
例
で
あ
る

が
、
従
来
の
儒
学
に
お
い
て
「
華
一
あ
る
い
は
夏
一
夷
の
別
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
華
」
の
儒
学
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
と
η
夷
し
の
人
々

に
持
た
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
夷
」
も
「
華
し
と
同

じ
よ
う
な
立
派
な
徳
治
国
家
に
な
り
、
あ
る
い
は
「
華
」
の
一
部
に
な
る
。
そ

の
発
想
自
体
は
武
力
で
征
服
す
る
意
図
が
薄
い
と
い
え
る
一
方
、
「
夷
し
に
対

し
て
「
華
」
は
絶
対
的
優
位
に
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
考
え
の
実

効
性
が
ど
れ
ほ
ど
あ
る
が
と
う
か
別
に
し
て
、
少
な
く
と
も
、
大
原
則
と
し
て

こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
歴
代
の
儒
学
者
た
ち
は
考
え
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
小
楠
に
言
わ
せ
る
な
ら
、
「
三
代
之
道
」
が
「
天
主
教
」
と
「
全

く
符
節
を
合
L
わ
せ
て
い
る
こ
と
も
有
り
得
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
に
小

楠
は
「
華
夷
彼
此
差
別
無
く
皆
同
じ
人
類
」
の
考
え
に
至
っ
た
こ
と
を
含
め
て

見
る
と
、
こ
れ
は
儒
学
の
優
位
性
を
相
対
化
し
た
と
言
わ
さ
る
を
得
な
い
。
そ

う
言
え
る
な
ら
ば
、
小
楠
の
「
三
代
之
道
」
は
原
初
型
の
儒
学
を
そ
の
ま
ま
掲

揚
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
民
族
的
国
家
的
危
機
の
背
景
下
、

小
楠
が
儒
学
に
対
し
て
再
考
し
て
生
ま
れ
た
成
果
と
言
っ
て
よ
い
。

　
第
二
に
、
小
楠
ぱ
当
時
の
中
国
の
衰
退
し
た
原
因
を
分
析
し
た
。
儒
学
思
想

家
と
し
て
、
小
楠
は
「
尭
、
舜
、
孔
子
之
大
道
を
失
ひ
」
を
最
も
重
要
な
原
因

と
し
て
挙
げ
た
。
人
々
は
「
唯
書
を
読
み
文
詩
を
作
候
を
学
問
と
心
得
」
、
η
其

の
国
総
て
政
道
を
失
ひ
世
々
内
乱
止
不
申
、
追
々
他
国
よ
り
取
ら
れ
る
候
も
、

人
道
之
明
な
り
不
申
故
に
て
、
深
く
痛
心
に
存
候
由
L
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

小
楠
か
ら
見
れ
ば
、
間
題
は
儒
学
学
習
の
自
体
に
あ
る
で
な
く
、
儒
学
本
来
の

根
本
的
目
標
と
進
取
的
な
精
神
を
喪
失
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
小
楠
は
中
国
の
前
途
に
つ
い
て
決
し
て
絶
望
的
で
は
な
い
。
彼
は

「
当
今
の
漢
人
深
く
此
処
を
省
察
致
し
、
無
用
之
文
学
を
相
止
、
三
代
之
大
道

再
び
其
土
に
明
な
る
に
於
て
は
、
其
團
之
中
興
掌
を
返
す
が
如
し
。
」
と
述
べ
、

熱
意
を
こ
め
て
「
当
今
の
漢
人
」
つ
ま
り
当
時
の
中
国
人
に
注
文
し
て
い
る
。

以
後
の
小
楠
の
言
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
小
楠
の
一
貫
し
た
姿
勢
出

会
っ
た
。
ま
た
「
其
国
之
中
興
掌
を
返
す
が
如
し
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
小

楠
の
見
通
し
は
か
な
り
楽
観
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
小
楠
の
中
国
情
勢
に
対
す
る
認
識
と
日
本
に
つ

い
て
の
認
識
と
が
分
析
方
法
に
お
い
て
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
三
代
之
適
」
を
基
準
と
し
て
、
両
国
の
成
敗
の
原
因
を
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
小
楠
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
自
覚
性
を
し
て
い
た
が
と
ケ
か
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は
別
に
し
て
、
実
際
に
彼
は
東
ア
ジ
ア
儒
学
圏
と
い
う
超
国
家
的
立
場
に
立
ち
、

共
有
的
個
値
観
か
ら
、
政
局
分
析
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

小
楠
が
同
じ
言
葉
で
、
ほ
ぼ
同
じ
結
論
と
解
決
の
原
則
を
出
し
た
の
も
不
思
議

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
η
中
興
L
と
い
う
言
葉
を
、
当
時
の
中
国
だ

け
で
な
く
、
日
本
将
来
の
展
望
に
つ
い
て
も
使
周
し
、
同
じ
よ
う
な
楽
観
的
見

　
　
　
　
　
＾
2
〕

通
し
を
示
し
た
。
こ
こ
に
は
一
つ
重
要
な
視
点
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
即
ち
、
日
中
両
国
、
あ
る
い
は
原
則
的
に
ど
の
国
も

お
互
い
に
排
斥
的
で
は
な
く
平
行
的
に
再
生
、
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

2
、
「
国
是
三
論
」
以
後
の
論
著
に
お
け
る
中
国
観

　
一
八
六
〇
年
著
し
た
「
国
是
三
論
」
は
、
小
楠
思
想
の
集
大
成
で
あ
る
。
一

八
六
五
年
に
行
わ
れ
た
「
沼
山
閑
話
」
と
そ
の
前
の
年
に
で
き
た
「
沼
山
対
話
」

と
は
小
楠
思
想
の
最
高
峰
と
言
わ
れ
た
。
小
楠
は
思
想
の
成
熟
期
を
迎
え
、
「
尭

舜
孔
孟
三
代
之
学
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
学
間
の
体
系
も
ほ
ぼ
完
成
し
た
。
三
一

代
之
学
L
と
は
、
「
宋
の
大
儒
」
つ
ま
り
近
世
儒
学
の
空
理
空
論
を
排
し
、
儒

学
の
原
点
で
あ
る
「
尭
舜
孔
孟
」
の
実
践
的
学
問
の
精
神
に
立
脚
し
な
が
ら
、

「
西
洋
器
械
」
の
導
入
か
ら
「
一
西
洋
の
よ
う
な
一
公
論
し
、
「
公
議
」
な
ど
近

代
議
会
制
度
に
近
い
も
の
を
実
行
す
べ
し
と
唱
え
た
学
間
で
あ
り
、
「
華
夷
の

差
別
な
く
万
国
一
体
」
の
理
念
を
掲
げ
て
、
そ
れ
を
「
四
海
一
全
世
界
一
」
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
を
最
高
目
標
と
す
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
一
種
の
新
理
学
で

あ
る
。

　
「
国
是
三
論
」
の
中
で
当
時
の
日
本
の
鎖
国
政
策
の
弊
害
を
批
判
す
る
際
、

小
楠
は
中
国
の
例
を
引
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
宜
敷
き
支
那
に
鑑
る
べ
し
。
一
中
略
一
今
の
満
清
は
古
の
所
謂
北
よ
り
興
り
、

明
を
滅
亡
し
て
中
国
に
入
り
邦
俗
を
も
一
変
せ
し
か
ど
、
康
煕
・
乾
隆
の
諸
帝

賢
徳
有
て
政
治
を
明
か
に
し
、
文
教
を
一
新
し
克
く
太
平
を
致
す
と
い
へ
共
、

開
国
以
来
百
数
十
年
道
光
・
成
豊
に
至
っ
て
昇
平
の
久
敷
、
其
弊
鰯
傲
文
弱
に

流
れ
、
海
外
諸
国
の
往
往
理
を
窮
め
智
を
開
き
、
仁
を
施
し
義
を
崇
び
、
国
富

み
兵
強
く
、
諸
夏
の
亡
き
が
如
く
な
ら
ざ
る
を
知
ら
ず
。
待
っ
に
昔
日
の
夷
秋

を
以
て
し
、
蔑
視
す
る
事
禽
獣
に
等
し
き
に
な
り
、
道
光
の
末
年
、
阿
片
の
乱

に
よ
り
大
に
英
国
の
為
に
挫
折
せ
ら
れ
、
不
得
止
和
親
の
条
約
を
立
る
と
い
へ

共
、
朝
野
の
気
習
喬
惰
悔
慢
に
し
て
、
約
を
守
る
こ
と
堅
か
ら
ず
、
数
変
数
約

毎
に
彼
が
大
義
に
屈
し
兵
威
に
怖
、
好
港
沃
土
を
折
て
其
違
約
の
罪
を
償
ひ
、

其
屈
辱
を
極
む
れ
共
、
朝
廷
無
人
優
遊
無
断
、
曾
て
懲
比
必
の
念
な
く
、
又
和
戦

の
議
を
決
せ
ず
、
唯
楡
安
を
私
す
る
の
み
ら
な
ず
猶
約
に
背
ひ
て
英
使
を
濫
殺

す
る
暴
慢
の
行
あ
り
。
価
之
英
国
怒
ら
せ
る
こ
と
を
得
ず
。
今
歳
四
月
仏
国
と

兵
を
併
せ
、
大
挙
し
て
其
不
信
不
義
の
罪
を
討
ち
、
七
月
遂
に
天
津
の
河
口
を

破
り
進
ん
で
北
京
に
追
れ
る
故
、
清
王
大
に
恐
て
縫
鞄
に
遁
逃
す
る
の
風
聞
あ

り
。
支
那
た
と
へ
英
国
の
好
意
に
よ
っ
て
帝
国
の
号
を
存
す
る
と
も
、
国
体
の

唄
堕
如
斯
な
れ
ば
、
後
帝
号
を
専
ら
す
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
支
那
は
日
本

と
唇
歯
の
国
な
り
、
其
覆
轍
目
前
に
在
て
歯
己
に
寒
し
。
坐
視
傍
観
の
秋
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
〕

ら
ず
。
し
（
国
是
三
論
・
国
富
論
一

「
沼
山
閑
話
」
に
小
楠
は
こ
う
言
い
残
し
た
。

　
「
清
土
の
学
上
等
人
と
難
も
程
朱
の
流
か
王
陽
明
の
流
に
し
て
、
性
命
心
法

の
外
三
代
治
道
を
講
究
す
る
学
は
こ
れ
無
と
見
た
り
、
其
政
に
預
る
人
は
俗
流
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当
世
の
務
を
為
す
迄
の
人
と
見
え
た
り
、
故
に
西
洋
新
製
の
器
械
等
採
用
せ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
一

依
然
と
し
て
故
轍
を
守
り
れ
り
。
西
洋
人
頻
に
卑
下
す
る
由
な
り
。
L

　
今
日
の
通
説
で
以
上
の
発
言
を
み
て
み
る
と
、
当
時
の
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争

に
関
す
る
見
方
の
中
に
適
切
で
な
い
個
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
さ
ほ

ど
重
要
な
意
味
を
持
た
な
い
。

　
「
国
是
三
論
」
以
後
の
中
国
論
は
以
前
の
関
連
す
る
議
論
か
ら
継
承
し
た
一

面
も
あ
る
し
、
推
進
し
た
一
面
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。
ど
こ
ま
で
も
い
つ
ま
で

も
「
三
代
之
道
」
一
あ
る
い
は
「
三
代
之
治
遠
」
一
に
立
脚
し
な
が
ら
、
時
代
の

動
き
を
思
想
面
で
分
析
す
る
の
が
小
楠
の
姿
勢
で
あ
る
。
当
時
の
中
国
は
西
洋

人
に
よ
っ
て
軽
蔑
さ
れ
た
根
本
的
原
因
は
「
西
洋
器
械
を
採
用
せ
ず
」
に
あ
る

で
は
な
く
、
「
三
代
之
治
道
を
講
究
す
る
学
」
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
、

小
楠
は
初
め
て
明
確
な
形
で
朱
子
学
や
陽
明
学
を
批
判
し
た
。
同
時
に
、
十
分

で
は
な
い
が
小
楠
は
歴
史
の
展
開
と
い
う
縦
軸
か
ら
清
の
衰
退
す
る
原
因
を
追

求
し
ょ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
最
後
に
、
小
楠
は
「
支
那
は
日
本
と
唇
歯
の
国
な
り
、
其
覆
轍
目
前
に
在
て

歯
己
に
寒
し
。
坐
視
傍
観
の
秋
に
あ
ら
ず
」
と
言
い
、
当
時
の
中
園
の
危
局
を

み
な
が
ら
、
「
内
憂
外
患
」
も
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
っ
て
い
る
祖
国
の
日
本
に

対
し
て
厳
重
警
告
し
て
い
る
。

　
　
二
、
小
橘
の
申
團
観
と
当
時
他
の
儒
学
恩
想
家
た
ち
の
そ
れ
の
欄
違
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
幕
末
期
に
は
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
儒
学
思
想
家
が
登
場
し
た
。
彼
ら
は
隣
国

申
国
一
勿
論
朝
鮮
も
一
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
観
察
方
法

か
ら
結
論
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
と
小
楠
と
の
間
に
は
明
ら
か
に
隔
た
り
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
5
一

あ
る
。
以
下
は
吉
田
松
陰
を
例
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
松
陰
は
こ
う
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
癸
丑
一
嘉
永
六
年
一
甲
寅
一
安
政
元
年
一
は
一
大
機
会
な
り
し
に
、
乃
ち

坐
し
て
之
れ
を
失
ふ
。
然
れ
ど
も
事
己
に
往
け
り
。
今
の
計
を
為
さ
ん
に
は
、

和
親
し
て
以
て
二
虜
を
制
し
、
聞
に
乗
じ
て
国
を
富
ま
し
て
兵
を
強
く
し
、
蝦

夷
を
墾
き
、
満
州
を
奪
ひ
、
朝
鮮
を
来
た
し
、
南
地
を
併
せ
、
然
る
後
に
米
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
窃
一

抗
ぎ
欧
を
折
か
ば
、
則
ち
事
克
た
ざ
る
は
な
し
。
」

　
偶
然
と
言
え
ば
偶
然
だ
が
、
前
述
し
た
村
田
氏
寿
は
安
政
三
年
小
楠
の
手
紙

を
受
け
取
っ
た
ほ
ぼ
一
年
後
、
安
政
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に
松
陰
か
ら
一
通

の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
中
で
、
松
陰
は
言
う
。

　
魯
一
ロ
シ
ア
一
と
墨
一
ア
メ
リ
カ
一
と
結
ん
だ
条
約
を
尊
重
し
な
が
ら
、
「
其

間
を
以
て
、
国
力
を
養
い
取
り
易
き
朝
鮮
満
州
支
那
を
切
り
従
へ
、
交
易
に
て

魯
墨
に
失
ふ
所
は
土
地
に
て
朝
満
一
朝
鮮
、
中
国
東
北
部
を
指
す
1
筆
者
注
一

に
償
ふ
べ
し
。
」
さ
ら
に
、
松
陰
は
「
朝
鮮
を
責
め
て
、
質
を
納
れ
、
貢
を
奉

ず
る
こ
と
古
の
盛
時
の
如
く
な
ら
し
め
、
北
は
満
州
の
地
を
割
き
、
南
は
台
湾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
一

ル
ソ
ン
譜
島
を
収
め
、
進
取
の
勢
い
を
示
す
べ
き
し
こ
と
を
提
言
し
た
。

　
「
開
国
」
に
あ
た
っ
て
、
「
魯
墨
」
に
失
っ
た
も
の
を
「
朝
鮮
満
州
」
な
ど
か

ら
取
り
入
れ
る
と
い
う
の
が
松
陰
の
論
理
で
あ
っ
た
。

　
小
楠
は
中
国
と
臼
本
に
対
し
て
「
申
興
」
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
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西
洋
へ
の
抵
抗
を
意
味
し
て
い
る
。
小
楠
は
「
沼
山
閑
話
」
に
西
洋
列
強
の
ア

ジ
ア
侵
攻
を
「
暴
虐
無
理
」
と
厳
し
く
批
判
し
、
そ
の
行
動
自
体
は
「
割
拠
見

の
気
習
」
に
よ
る
も
の
と
論
理
的
に
分
析
し
た
。

　
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
の
は
、
小
楠
が
抵
抗
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、

「
洋
人
の
万
国
一
体
四
海
兄
弟
し
の
説
を
認
め
、
自
分
の
国
際
観
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
華
夷
彼
此
の
差
別
な
く
皆
同
じ
人
類
に
て
候
え
ば
互
に
交
通
致
交
易
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一

利
を
通
じ
る
候
が
今
日
自
然
の
理
勢
と
被
存
候
し

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
小
楠
の
国
際
観
は
η
三
代
之
道
」
に
基
づ
い
た
も
の
で

あ
り
、
西
洋
抵
抗
の
決
意
と
万
国
一
体
の
論
理
と
共
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
小

楠
の
考
え
が
も
っ
と
明
確
な
形
で
現
し
た
の
は
次
の
言
葉
で
あ
る
。

　
「
遺
は
天
下
の
遣
な
り
。
我
国
の
、
外
国
の
と
云
う
事
は
な
い
。
遺
の
有
所

外
夷
と
い
へ
と
も
中
国
な
り
、
無
道
に
成
な
ら
ば
、
我
国
・
支
那
と
云
へ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
〕

共
即
ち
夷
な
り
。
初
よ
り
中
国
と
云
、
夷
と
云
事
は
な
い
。
し
そ
し
て
、
「
天

地
の
気
運
を
乗
じ
万
国
の
事
情
に
随
ひ
、
公
共
の
道
を
以
て
天
下
を
経
総
」
す

一
1
0
一

る
。

恰
も
こ
れ
に
対
す
る
反
対
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
、
松
陰
は
こ
う
言
う
。

　
「
然
る
に
、
一
老
先
生
の
説
く
如
く
、
遭
は
天
地
の
問
一
理
に
し
て
、
其
大

原
は
天
よ
り
出
づ
、
我
れ
と
人
と
の
差
な
く
、
我
が
国
と
他
の
国
の
別
な
し
と

云
ひ
て
、
皇
国
の
君
臣
を
漢
土
の
君
臣
と
同
一
に
論
ず
る
は
、

　
　
　
　
一
H
一

ざ
る
所
な
り
。
L

余
が
万
々
服
せ

　
小
楠
も
松
陰
も
「
道
」
と
い
う
概
念
を
強
調
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
随
分
異

な
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
小
楠
は
一
種
の
文
化
相
対
主
義
と
も
言
え
る
考

え
を
示
し
た
の
を
対
し
て
、
松
陰
の
言
葉
に
独
善
的
な
発
想
が
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
小
楠
の
考
え
は
残
念
な
が
ら
当
時
に
お
い
て
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
的
視
点
で
見
る
と
、
先

見
性
の
あ
る
思
考
が
歴
然
と
し
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
松
陰
は
個
人
と
し
て
魅
力
の
あ
る
人
物
と
言
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
幕
末
維
新
期
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
も
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
、
松
陰
の
対
外
観
は
受
け
入
れ
難
い
一
面
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
小
楠
の
場
合
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
小
楠
か
ら
、
明

治
期
の
中
江
兆
民
ら
経
て
、
大
正
期
の
吉
野
作
造
な
ど
へ
と
続
く
思
想
の
流
れ

は
、
厳
し
い
時
代
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
理
解
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
日
本
に
お
い
て
絶
た
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。

結
論
に
代
え
て

1
、
小
楠
の
申
国
観
は
一
貫
し
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る

　
そ
れ
は
ほ
う
か
で
も
な
い
「
三
代
之
道
」
で
あ
る
。
申
国
の
失
敗
の
原
因
を

分
析
す
る
場
合
も
、
失
敗
が
日
本
へ
の
教
訓
を
強
調
す
る
場
合
も
、
東
ア
ジ
ア

の
今
後
の
見
通
し
を
論
じ
る
場
合
も
、
い
ろ
い
ろ
具
体
的
議
論
の
根
底
に
思
想

分
析
の
物
差
し
と
し
て
、
「
三
代
之
道
」
の
言
葉
が
必
ず
登
場
す
る
。
十
九
世
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紀
五
十
年
代
か
ら
六
十
年
代
に
か
け
て
、
中
国
は
国
勢
衰
退
す
る
一
方
で
あ
っ

て
、
日
本
な
ど
近
隣
国
の
従
来
の
中
国
観
は
変
わ
る
土
壌
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
楠
の
中
国
観
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
三
代
之

道
」
の
信
念
に
よ
る
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
る
。
だ
か
ら
、
逆
に
言
う
と
、
小

楠
の
中
国
観
を
見
る
場
合
、
単
な
る
小
楠
思
想
の
一
側
面
に
光
を
当
て
る
の
み

な
ら
ず
、
小
楠
の
「
三
代
之
道
」
の
独
自
性
と
先
見
性
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
国
家
あ
る
い
は
民
族
の
独
立
の
問
題
を
儒
学
の
革
新
聞
題
と
一
緒

に
捉
え
る
姿
勢
が
、
思
想
家
小
楠
の
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
、
小
楠
の
中
国
観
か
ら
み
る
「
三
代
之
道
」
の
思
考
の
革
新
性

　
小
楠
は
生
涯
を
通
し
て
申
国
に
対
し
て
同
惰
的
で
、
理
解
を
持
っ
た
認
識
を

　
　
　
　
一
口
一

持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
小
楠
の
中
国
観
は
決
し
て
単
に
同
情
的
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
。
小
楠
の
清
朝
廷
の
失
政
に
対
す
る
批
判
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
批
判
は
思
想
面
と
共
に
実
務
面
に
及
ぶ
も
の
も
あ
っ

た
。
小
楠
か
ら
見
れ
ば
、
「
三
代
の
道
し
が
樹
立
さ
れ
て
な
い
か
ら
、
み
な
程

朱
理
学
の
性
命
心
性
の
学
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
必
然
的
に

西
洋
器
械
の
導
入
を
拒
絶
す
る
反
応
を
示
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
中

国
の
「
中
興
」
は
精
神
面
で
「
三
代
之
道
」
を
高
く
掲
げ
る
と
同
時
に
、
実
務

面
で
の
「
富
国
強
兵
」
を
も
積
極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ

で
、
小
楠
は
消
極
的
に
「
東
方
遺
徳
」
を
保
持
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。
「
三

代
之
道
」
は
儒
学
の
自
己
革
新
、
自
己
反
省
の
要
求
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
革
新
、
反
省
の
成
果
で
も
あ
る
。
小
楠
は
こ
の
点
に
関
し
て
佐
久
聞
象

　
　
　
　
　
　
　
一
B
｝

山
を
鋭
く
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
「
三
代
之
道
し
は
「
天
地
公
共
之
道
」
で
あ

る
の
で
、
民
族
抵
抗
の
理
念
を
含
み
な
が
ら
、
一
国
一
地
域
を
超
え
る
「
華
夷

彼
此
の
差
別
な
く
皆
同
じ
人
類
」
と
い
う
思
想
の
境
地
に
到
達
し
た
。
こ
れ
は

近
代
的
園
際
観
の
樹
立
と
直
ち
に
つ
な
が
る
と
は
言
え
な
い
が
、
「
華
夷
意
識
」

の
終
焉
を
告
げ
る
先
駆
的
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
結
局
、
申

国
観
の
相
違
が
小
楠
と
他
の
同
時
代
の
儒
学
思
想
家
と
を
区
別
す
る
も
の
で

　
　
一
M
一

あ
っ
た
。注

釈

一
－
一
『
横
井
小
楠
関
係
史
料
二
一
』
二
四
四
－
二
四
五
頁
。
東
京
大
学
出

　
版
会
　
昭
和
五
十
二
年
覆
刻
　
下
同
。

一
2
一
例
え
ば
村
田
氏
寿
宛
書
簡
に
「
和
漢
に
て
名
君
賢
諸
相
と
称
候
位
に
て

　
は
中
興
の
治
は
出
来
申
」
「
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
一
一
」
二
四
二
頁
。

（
3
）
『
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
こ
』
四
〇
－
四
一
頁
。
ま
た
、
同
じ
く
「
国

　
是
三
論
・
・
強
兵
論
」
で
小
楠
は
こ
う
記
し
て
い
る

　
　
「
五
大
洲
の
亜
細
亜
の
中
の
支
那
は
東
面
海
に
臨
み
た
る
巨
邦
に
し
て
、

　
文
物
早
く
開
ら
け
、
稲
、
麦
、
櫻
を
初
、
人
類
の
生
活
に
お
い
て
足
ら
ざ

　
る
事
な
く
、
其
他
智
巧
、
技
芸
、
百
貨
、
玩
好
に
及
ぶ
ま
で
、
皆
内
地
に

　
取
て
欠
事
な
く
し
て
豊
穣
な
れ
ば
、
上
朝
廷
よ
り
下
庶
民
に
至
る
ま
で
誇

　
大
　
傲
の
風
習
あ
っ
て
、
海
外
の
諸
国
来
て
貿
易
す
る
准
ぜ
と
も
、
往
て

　
事
物
を
求
め
に
意
な
く
、
又
人
に
取
て
智
識
を
開
ら
く
事
を
知
ら
ず
、
是

　
支
那
の
兵
力
衰
弱
に
し
て
、
諸
州
の
凌
辱
を
受
る
所
以
な
り
。
し

一
4
）
『
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
二
一
』
九
二
六
頁
。

一
5
一
佐
久
聞
象
山
と
比
較
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
松
陰

　
は
終
生
に
象
山
を
師
と
し
て
仰
い
だ
こ
と
や
小
楠
と
一
度
実
際
に
合
っ
た

　
こ
と
が
あ
る
な
ど
考
え
る
と
、
結
局
松
陰
を
選
ん
だ
。

　
　
ま
た
、
小
楠
の
国
際
観
に
つ
い
て
他
の
思
想
家
と
比
較
し
て
見
る
こ
と
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も
有
益
で
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
小
楠
以
外
、

　
松
陰
な
ど
と
違
う
見
方
を
持
つ
人
物
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
小

　
楠
の
親
友
で
も
あ
る
勝
海
舟
は
ま
さ
に
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
一
八
九
四

　
年
日
清
戦
争
後
、
勝
海
舟
は
新
闘
に
こ
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
た
。

　
　
「
二
戦
三
戦
の
勝
を
以
て
支
那
を
軽
蔑
す
る
は
、
支
那
を
知
る
も
の
に

　
あ
ら
ず
。
」
一
一
八
九
五
年
三
月
六
日
付
「
毎
日
新
聞
」
一
「
世
間
で
は
百
戦

　
百
勝
な
ど
と
喜
ん
で
屠
れ
と
、
支
那
で
は
何
と
も
感
じ
は
し
な
い
の
だ
。

　
そ
こ
に
な
る
と
、
あ
の
国
は
な
か
な
か
に
大
き
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
支
那

　
人
は
天
子
が
代
わ
ろ
う
が
、
敵
国
が
来
た
り
国
を
取
ろ
う
が
、
あ
あ
天
子

　
が
代
わ
っ
た
の
か
、
あ
あ
日
本
が
来
て
我
国
を
取
ろ
う
の
か
、
風
の
吹
い

　
た
程
も
感
ぜ
ぬ
。
感
ぜ
ぬ
も
遣
理
だ
、
一
の
帝
国
滅
び
て
一
の
帝
国
興
る

　
も
、
誰
が
来
て
国
を
取
ろ
う
も
、
一
体
の
社
会
は
依
然
と
し
て
旧
態
を
存

　
し
て
居
る
な
り
。
一
一
八
九
五
年
六
月
五
日
付
「
国
民
新
聞
」
。
以
上
は
参

　
照
　
勝
海
舟
「
氷
川
清
話
」
『
勝
海
舟
全
集
・
二
十
こ
二
五
五
～
二
五

　
八
頁
　
一
九
七
三
年
　
講
談
社
一

　
　
お
そ
ら
く
海
舟
は
当
時
の
政
界
で
日
清
戦
争
に
反
対
し
た
唯
一
の
高
官

　
で
あ
ろ
う
。
彼
の
中
国
認
識
は
当
時
の
多
く
の
政
治
家
を
か
な
り
超
え
た

　
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
上
記
の
言
葉
を
よ
く
考
え
る
な
ら
、

　
中
国
間
題
を
深
く
理
解
し
た
上
の
発
言
と
は
言
い
難
い
。
海
舟
は
明
治
二

　
十
八
年
二
八
九
五
一
に
上
述
の
発
言
を
し
た
。
こ
れ
は
小
楠
の
死
去
二

　
十
六
年
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
海
舟
の
考
え
は
か
つ
て
の
親
友
の
小
楠
を

　
趨
え
る
も
の
で
な
い
。

一
6
一
「
野
獄
山
文
稿
」
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
二
巻
三
二
〇
頁
　
一
九
七
三

　
年
大
和
書
房
下
同
。

一
7
一
芳
賀
登
「
脱
亜
論
と
朝
鮮
蔑
視
論
の
形
成
」
「
比
較
文
化
論
」
所
収

　
一
九
九
二
年
教
育
出
版
セ
ン
タ
i
。

一
8
）
『
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
二
一
』
九
〇
六
～
九
〇
七
頁
。

一
9
一
源
了
圓
「
横
井
小
楠
」
参
照
「
臼
本
の
思
想
家
一
上
一
」
一
九
七
五
年

　
朝
日
新
聞
社
。

一
m
一
門
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
二
』
三
十
二
頁
。

一
U
一
「
講
孟
余
話
」
『
吉
田
松
陰
全
集
』
整
二
巻
　
四
二
青
一
。

　
　
小
楠
と
松
陰
の
思
想
の
相
違
に
つ
い
て
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
こ
で

　
；
弩
付
け
る
。
二
人
の
思
想
形
成
の
軌
跡
を
辿
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と

　
思
う
。
二
人
は
少
年
期
に
同
じ
く
儒
学
学
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
自
分

　
の
思
想
が
確
立
す
る
に
つ
れ
、
松
陰
は
ま
す
ま
す
儒
学
の
説
か
ら
離
脱
し
、

　
つ
い
に
「
皇
国
の
道
悉
く
神
代
に
原
づ
く
、
則
ち
此
の
巻
は
臣
子
の
宜
し

　
く
信
奉
す
べ
き
所
な
り
」
と
い
う
論
法
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
？
講
孟

　
余
話
L
「
吉
田
松
陰
全
集
」
第
三
巻
一
一
方
、
小
楠
は
い
よ
い
よ
儒
学
の

　
原
点
へ
転
回
し
、
最
終
に
「
尭
舜
三
代
之
道
」
と
名
付
け
た
徹
底
し
た
儒

　
学
合
理
主
義
を
樹
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
異
な
る
思
想
展
開
の
到
達
に

　
よ
っ
て
、
二
人
の
中
国
観
の
形
成
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な

　
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

一
1
2
一
「
国
是
三
論
」
の
清
朝
廷
へ
の
批
判
は
数
年
前
の
も
の
よ
り
一
段
と
激

　
し
く
な
っ
た
が
、
小
楠
は
中
国
に
対
す
る
好
意
と
期
待
を
捨
て
な
か
っ
た
。

　
文
久
元
年
一
一
八
六
一
一
に
横
井
牛
右
衡
門
宛
書
簡
に
小
楠
は
次
の
事
情

　
を
知
ら
せ
た
。

　
　
「
漢
土
は
是
迄
通
信
無
之
候
へ
共
、
隣
国
と
云
ひ
旧
来
恩
義
も
有
之
国

　
故
、
今
般
西
洋
同
盟
諸
国
へ
使
節
被
差
立
候
前
に
先
漢
土
に
通
信
の
使
節
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被
遣
候
儀
可
然
と
の
内
儀
に
て
有
之
」
一
「
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
こ
」

　
三
五
九
頁
一
小
楠
の
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
気
持
ち
が
こ
の
一
節
で
感
じ
と
れ

　
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
ま
た
「
沼
山
閑
話
し
に
「
清
土
人
近
来
戦
法
に
は
余
程
熟
し
た
る
由
な

　
り
、
陸
戦
等
強
く
し
て
西
洋
と
も
勝
敗
相
当
れ
る
由
。
通
商
は
あ
れ
ど
も

　
動
も
す
れ
ば
戦
に
な
れ
り
。
英
人
も
窮
困
の
勢
と
聞
こ
え
し
り
。
」
と
記

　
し
て
い
る
。
一
『
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
二
一
』
九
二
七
頁
一
「
清
土
人
近
来

　
戦
法
に
は
余
程
熟
し
」
云
云
は
、
ど
の
戦
い
を
指
す
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　
た
だ
、
同
じ
く
「
沼
山
閑
話
」
に
「
心
徳
の
学
な
く
し
て
は
、
西
洋
列
国

　
戦
争
の
止
む
可
き
日
な
し
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
る
と
、
抵
抗

　
側
に
立
つ
小
楠
の
心
境
が
感
じ
る
と
思
う
。

一
1
3
一
安
政
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
村
田
氏
寿
宛
書
簡
に
「
佐
久
間
修
理

　
は
既
に
邪
教
に
落
入
た
る
に
て
相
分
り
申
候
。
修
理
は
邪
教
を
唱
ふ
る
に

　
て
之
候
へ
共
政
事
戦
法
一
切
西
洋
之
道
明
な
り
と
唱
。
聖
人
之
道
は
独
り

　
易
の
一
部
の
み
道
理
あ
る
と
云
承
る
。
是
彼
邪
教
に
落
た
る
の
実
境
な

　
り
。
」
と
書
い
て
あ
る
。
一
「
横
井
小
楠
関
係
史
料
一
一
一
」
二
四
五
頁
）

一
皿
）
中
国
学
界
に
お
い
て
は
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
に
関
す
る
研
究
が
比

　
較
的
多
く
行
わ
れ
る
一
方
、
小
楠
研
究
は
殆
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

　
状
で
あ
る
。
約
百
年
前
に
、
中
国
の
学
界
は
日
本
幕
末
期
に
佐
久
間
象
山
、

　
吉
田
松
陰
と
い
う
思
想
家
が
い
る
こ
と
が
す
で
に
分
か
っ
た
。
一
増
蘭
渉

　
　
「
日
中
文
化
関
係
の
一
面
」
参
照
　
『
西
洋
東
漸
と
中
国
事
情
』
所
収

　
三
十
五
頁
　
一
九
七
九
年
一
と
こ
ろ
で
、
小
楠
の
名
前
は
お
そ
ら
く
約
三

　
〇
年
前
よ
う
や
く
中
国
で
知
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
一
朱
謙
之
　
　
『
日
本
の

　
陽
明
学
』
参
照
　
一
九
六
二
年
北
京
三
聯
書
店
一
ま
た
、
一
九
九
五
年
現

在
、
申
国
で
小
楠
研
究
に
関
す
る
公
表
済
も
の
は
合
計
訳
文
一
、
論
文
一

だ
け
で
あ
る
。
小
楠
の
中
国
観
の
紹
介
と
そ
れ
に
関
す
る
研
究
は
、
小
楠

研
究
に
役
に
立
つ
だ
け
で
は
な
く
、
幕
末
儒
学
界
の
中
国
観
の
全
体
像
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
大
変
役
に
立
つ
と
思
う
。
そ
れ
が
学
問
研
究
以

上
の
意
味
を
も
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
一
ち
ん
こ
尺
い
へ
い
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
一

60


